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「IoTキャラバンシステムテストベッド」のコンセプト 

 IoTシステム導入の前に実証試験をしたい 

 現場で何がどれくらい必要なのかを確認したい 

 実証試験のための準備期間を短縮したい 

 一時的に導入してみたい（イベントに使いたい） 
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現場で試せるテストベッド 

これらの要望に応える機材を貸出提供 



IoTキャラバンシステムテストベッド 
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IoT環境が構築できる可搬型システム一式 のテストベッド 

 多様なセンサデバイス 

 通信デバイス （WiFi/ LPWA / LTE ） 

 可搬式サーバ ・ エッジノード 

 非常用電源 ・ 大容量バッテリ 

 

災害時には、災害対応データ収集ステーションとして活用 

 通常時と災害時のデュアルユースを前提 

 複数セット稼働させることによって，ロバストに運用可能 

 

利用期限は1〜3か月を目安 

 移設（設置・撤去）の訓練も兼ねられる 



主な機材の利用イメージと機能 
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NICT総合テストベッド 
NerveNet 

(WiFi、LPWA) 

IoT-GW 
(LTE) 

センサ等 

No. ご要望 利用機材 機能 準備数量 

1 
LTEを使って簡単・ 
セキュアにコアネット
ワークへ接続したい 

IoT-GW(ゲートウェイ) 
・コアネットワークにセキュアに接続可能 
・GWの複雑な設定が不要(NICTが設定を実施) 
・端末(センサ等)接続方式に有線/WiFiを選択可能 

4式以上 

2 
通信インフラが無い 
場所で通信手段を確保
したい 

NerveNet(ナーブネット) 

・通信インフラが無い場所で、無線(WiFi、LPWA) 
マルチホップ技術を用いた分散ネットワークの 
構築が可能 

・電源(バッテリー、ソーラーパネル等)についても 
サポート 

WiFi型/ 
LPWA(LoRa)型： 
各3式以上 
※1式＝3ノード構成 

3 
実証の現場でLPWAが
使えるか試したい 

LPWA(LoRa)試験機 
・GPSを実装した子機が各測定ポイントにおける 
基地局とのLPWA通信可否をレポートすることに 
より、LPWA疎通マップを容易に作成可能 

3式以上 

4 
映像解析の 
検証をしたい 

SmartSightカメラ 
・映像自体の伝送や、カメラ内での映像解析データ 
の伝送が可能 

3式以上 

5 
センサをネットワーク
に接続したい 

センサ収容BOX 
・センサを収容し、WiFiやLPWA等の通信網へ接続 
することが可能 

4式以上 

LPWA 
試験機 

SmartSightカメラ 

センサ収容BOX 



キャラバン提供機材 
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● コア網(JGN・RISE) 

● クラウド(JOSE) 

● 端末 
    (ラズパイ、タフスマホ等) 

SmartSightカメラ NerveNet 

WiFiタイプ LPWA(PrivateLoRa)タイプ 

IoT-GW LPWA(Private LoRa)試験機 

センサ収容BOX 



キャラバンは「整備」から「展開」へ 

機材としては整備がほぼ完了 

 IoTに必要なテストベッドの提案としては一区切りの成果 

エンドデバイス（ノード）からクラウドまでを用意 

 

成果を広げていくための次のステップへ 

まずはユーザの立場で使ってみる 

活用のための情報提供のあり方 

潜在的ユーザへのアプローチ 

自分たちの場所でも「使ってみたい」と思わせる事例 

得られた意見を整備にフィードバック 
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利用者によるドキュメント 
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https://github.com/siot-testbed/testbed-knowhows 



広島大学でのトライアル（NerveNet編） 

LAN3 LAN2 

ネットワーク装置 

(BS13) 

RasPi A 

(ID150) 

RasPi AP 

(ID151) 

RasPi AP 

(ID152) 

SSID: NerveNet-150 

IP: 172.16.150.0/24 

SSID: NerveNet-151 

IP: 172.16.151.0/24 

SSID: NerveNet-152 

IP: 172.16.152.0/24 

データアップロード用 
PC 

データアップロード用 
Raspberry Pi2 (100kbps) 

学内ネットワーク 

感性情報（快、活性、不快）を 
1秒に1回アップロード 

可視化インタフェース 



広島大学でのトライアル（Private LoRa計測編） 

1km 

500m 
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 活用研究会会員に対するIoT-GW（ゲートウェイ）の試用環境を提供開始 
• 活用研究会入会までの手続きは基本的に現行通り（メールベース） 

• その後の手続きは、適宜「用紙」も使用しつつも極力簡易性を維持し 

   「何を実施してどうだったか？」を収集できる仕組みを構築 

簡易な手続きにより、センサデバイスからクラウドまで 
一気通貫したIoT検証環境をNICT総合テストベッドに構築可能 

利用手続きの整備・簡易化 



まとめ ＆ 次年度に向けて 
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キャラバンは「整備」から「展開」へ 

トライアルとしてのキットは準備完了 

テストベッド分科会のページで公開中 

事例の積み上げ 

尖った使い方の発掘【垂直方向】 

学生に使ってもらう？ 

柔軟な貸出体制・基準が必要 

地域活動との連携【水平方向】 

各種地域コンソーシアムでの 
ハンズオン 

広域ネットワーク防災訓練・ 
ワークショップ（3/22-23@静岡） 

キャラバンで取得できるデータの活用も 



  

キャラバンテストベッドのご相談・お問合せの窓口 

連絡先：国立研究開発法人情報通信研究機構 

総合テストベッド研究開発センター 

テストベッド連携企画室 

042-327-6024  tb-info@ml.nict.go.jp 


